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2021年11月15日

伊藤忠ら、日本初・バイオ燃料の常設給油施設を開設　商用トラック向け

日経新聞 ロイター通信 化学工業日報 燃料油脂新聞 環境ビジネス

伊藤忠商事（東京都港区）は11月1日、伊藤忠エネクス（同・千代田区）、東部ネットワーク（神奈川県

横浜市）とともに、次世代バイオディーゼル燃料「リニューアブルディーゼル」の商用運送車向け給油施設

の運用を開始したと発表した。リニューアブルディーゼル給油施設の常設は日本初で、今後は給油施設の国

内展開拡大を目指す。

今回販売されるリニューアブルディーゼルはフィンランド・NESTE社のもので、食品競合のない廃食油や動

物油などを原料とし、ライフサイクルアセスメントベースでの温室効果ガス（GHG）排出量で石油由来軽油

比約90％削減を実現するという。

リニューアブルディーゼルは主に輸送用トラック・バスなどで、軽油に代わる燃料として使用される。既存

の車両・給油関連施設をそのまま利用することが可能な「ドロップイン」燃料としてすでに欧米を中心に広

く流通実績がある。

伊藤忠商事は、リニューアブルディーゼルを製造するNESTE社と連携し、陸上輸送分野でのリニューアブル

燃料ビジネスの展開に向けた取り組みを進めている。これまで、リニューアブルディーゼルは、顧客に配送

して給油を行ってきたが、新たに東部ネットワークの東日本エリア最大輸送基地である海老名営業所（神奈

川県海老名市）の地下タンクを利用した給油施設を開設した。これにより、周囲に製造工場／物流拠点を持

つ企業が給油施設で直接給油することが可能となり、利便性が向上した。

輸送業界での脱炭素に向けた取り組みでは、電気自動車（EV）や燃料電池車（FCV）の活用施策が検討され

る一方で、その社会実装まで時間がかかると見込まれている。伊藤忠商事は、現状すぐにGHG排出削減に貢

献できるリニューアブルディーゼルの活用は、商用運送車を有する多様な企業から注目を集めており、今回

の給油所設置の取り組みはその需要に応える施策になるとしている。

伊藤忠商事は、日本国内におけるリニューアブルディーゼルの先行的な取り組みとして、6月にファミリー

マート（東京都港区）で日本初となるコンビニ配送車両への利用を実現。そのほかにも、デンマークの海運

大手APモラー・マースク社による国内コンテナドレージ輸送車両への利用、三愛石油（東京都千代田区）に

よる羽田空港内の施設関連車両への利用などを行っている。

同社は、今後もリニューアブル燃料の日本とアジア市場での導入・普及に取り組み、サーキュラーエコノ

ミーと脱炭素社会・持続可能な社会の実現に向けた課題の解決を目指していくとしている。
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